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四つのテスト  1 真実かどうか   2 みんなに公平か   3 好意と友情を深めるか   4 みんなのためになるかどうか 

平成２６年３月１８日（火曜日） 第２，５６０回      ゲスト卓話 

【月間テーマ】 識字率向上月間      ＜例会報告NO.33＞     長井青年会議所理事長 齋藤繁喜様 

                  

☆会長挨拶（尾形 和夫） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは 

今日は、春の彼岸入りです。「暑さ寒さも彼岸まで」と言葉にあ

るように最近は、日中の日差しも大分暖かくなり、春の陽気に

なってきたようです。 

今日は「油とエネルギー」についてお話します。 

原油価格の変動は、近年では、世界の石油需要バランスによる

需要環境と、中東情勢そして、アメリカの経済金融環境の三つ

の要因によって決定され、この三つが複雑に絡み合いながら原

油価格が決定されます。 

石油製品は、揮発油、灯油、軽油、重油が主だったもので、1999

年度の国内需要は、年間 2 億 7000 万ｋ㍑でしたが、想定では

2020 年度は 1 億 7000 万ｋ㍑となり、ピーク時に比べると 30%

減で、これからも穏やかな減少が見込まれております。その背

景には、地球温暖化問題があり、クリーンな燃料開発として、

脱化石燃料政策が進められてきました。 

自動車を見ても、普通自動車から軽自動車、あるいは低燃費車、

ハイブリット車へのシフトが進み、油を使う総量が穏やかに減

少しており、この傾向は今後も続くものと思われます。 

加えて、工場などの燃料転換と、生産年齢人口も減少に転じ、

当然ながら石油製品の国内需要も減退していくことが見込まれ

ています。 

このような中で石油は、全国のライフラインとしての機能を果

たすためにも、ある程度一定の量を国内で賄い、サプライチエ

ーンを維持していかなければなりません。 

東日本大震災の教訓からも、石油は自立・分散型のエネルギー

として運搬・貯蔵性に優れており、緊急時の対応が容易で機敏

な対応が取れるということから、石油の重要性を再認識してい

ただきたいと思います。 

今日は、長井青年会議所理事長の齋藤繁喜様をお迎えしての卓

話を予定しておりますので、宜しくお願いします。 

以上で、会長挨拶といたします。 

☆幹事報告 

 

・例会前に理事会が開かれまして、4 月のプログラムが承認さ

れました。 

・ 

長井ロータリークラブ会長    尾形 和夫            第２８００地区ガバナー    新関 彌一郎 

長井ロータリークラブ幹事    遠藤 伴明            第６ブロックガバナー補佐   横澤 寿彦 

パストガバナー         渡部 保太郎 

例 会 日        毎週火曜日 12：15～13：15         例 会 場     タスパークホテル℡0238-88-1833 

事 務 局    長井商工会議所内  ℡0238-83-2047    会報委員 長澤修司・齋藤圭央・小野浩二 
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☆委員会報告 

・社会奉仕委員会 

 4 月 23 日に行われる観桜会にて横澤寿彦会員が作成してい

ただきました、被災者の方（大人 20 名・子供 10 名）を招待す

る文書を回覧いたします。 

 先日、前田会員と一緒に米沢第一ホテルにてペッツ（会長エ

レクト研修セミナー）に行ってきました。 

 その中で、ロータリークラブは、戦時中でも迫害を受けなが

らなぜ例会を続けたのか。ロータリークラブが好きだからとい

うことが印象に残ったのでご報告いたします。 

・ロータリー財団、米山奨学会 

ハイライト米山を回覧いたします 

・会長エレクト 前田会員 

 先ほどのペッツの内容の続きで、ガバナー公式訪問の日程が

予定ではありますが 7/15 となっております。地区大会が

10/24.25 となっております。 

 ポリオに関して、3 月までに 369 人 2 月単月では 8 人となっ

ております。 

・親睦委員会より 

 4/23 の長井中央 RC 合同観桜会について 

 今回は、東日本大震災の被災者を招待しております。 

 出欠表を回覧いたします。 

☆ゲスト卓話 長井青年会議所理事長 齋藤繁喜様 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつも父がお世話になっております。 

青年会議所について 

長井青年会議所の活動についてご報告いたします。 

自己紹介 

 昭和 52年生まれ（36歳） 

 早稲田眼鏡専門学校卒業後 2000年に長井に戻ってきました。 

 ㈱ベルティーサイトウにて専務取締役として山形の添付にて

勤務しております。 

 家族構成：妻・子供（3歳、1歳） 

 好きな言葉 

  念ずれば花開く、お役に立てば 

 尊敬する人 

  両親、松下幸之助 

青年会議所のはじまり 

1949年東京青年商工会議所が発足 

1951年全国運営の総合調整機関として日本青年会議所が設立 

長井青年会議所は 317番目に承認された 

JCの三信条 

「修練」・・・TRAININ 

「奉仕」・・・SERVICE 

「友情」・・・FRIENDSHIP 

20～40歳までの年齢制限を設けています 

役員の任期は 1年 

理念と目的 

綱領 

 われわれ JAYCEEは社会的・国家的国際的な責任を自覚し志を

同じうするもの 相集い 力を合わせ 青年としての英知と勇

気をもって 明るい社会を築き上げよう 

「知行合一」 

 

長井青年会議所 2014年度基本方針 

・地域の人々が自主的、主体的に関われるまちづくりの実施 

・学校、家庭、地域が三位一体となった次代を担う子供たちの

育成の実施 

・社会の負託と信頼にこたえる公益組織としての行動 

・会員拡大及び会員の資質向上と組織力向上による運営体制の

強化 

・第 47回山形ブロック大会長井大会の主管・開催 

・みんなが参加したくなる例会・事業・委員会活動の実施 

スローガン 

己を磨き行動 

～真の知を持ち 輝く地域のリーダーとなれ～ 

 

☆今後の例会予定 

4 月 

 1日 新入会員卓話 

   NPO法人さわやかサービス 大道寺 信 会員 

 8日 ゲスト卓話 

   山形県議会 平 弘造 議員 

 15日 会員卓話 

   広報・ICO委員会 栗田 正彦 委員長 

 22日 振替休会 

 23日（水） 長井中央 RC合同観桜会 

       はぎ苑新館 PM6：15 

 29日 休日により休会 

 

 

 

＜早退届＞ 

・斎藤 慎治 会員 

＜ニコニコ BOX＞ 

・尾形 和夫 会長 

 ゲストを歓迎して 

・遠藤 伴明 幹事 

 ゲストを歓迎して 

・横澤 寿彦 ガバナー補佐 

 ゲストを歓迎して 

・斎藤 裕之 会員 

 ゲストを歓迎して 

・前田 昌信 会員 

 ゲストを歓迎して 

・斎藤 喜内 会員 

 息子がお世話になります 

 


